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見落とすな 『一時停止の標識』

確実な『一時停止』と、左右の安全確認
「一時停止」･･･相手は、止まらないかもしれません

帯広以平 夕方４時 交差点 一時停止

レンタカーの側に、一時停止の標識
出合い頭に衝突 ２人死亡、１人重体

帯広市郊外の畑や雑木林に囲まれた信号機のない交差点
◇見落とすな 『一時停止の標識』 ◇
◇確実な『一時停止』と、左右の安全確認◇

◇「一時停止」･･･相手は、止まらないかもしれません◇
２０１９年１０月２４日 ０３時３４分

２３日午後３時４０分ごろ、帯広市以平町の交差点で、男女４人が乗ったレンタカーと乗用車が出合い頭に衝突し

ました。この事故で、レンタカーを運転していた長野県の男性（７６）と、同乗していた男性１人が死亡しました

。また、同乗していた女性１人が意識不明の重体となっているほか、別の女性もけがをしたということです。乗

用車を運転していた会社員の男性（５６）もけがをしたということです。現場は帯広市郊外の畑や雑木林に囲まれ

た信号機のない交差点で、レンタカーの側に一時停止の標識があったということです。

三石の国道 夕方５時
国道横断の女性２人はねられ死亡

日が落ちて暗くなっていた

「会社の車で職場に戻る途中だった」
２０１９年１０月２３日 ２３時３６分

２３日午後５時すぎ、新ひだか町三石越海町の国道で、道路を横断していたいずれも近くに住む女性（９４）と女

性（７９）が右側から走ってきたライトバンにはねられ、頭や腰を強く打ち死亡しました。警察は、ライトバンを

運転していた会社員の男性容疑者（６４）をその場で逮捕しました。容疑者は容疑を認めていて、「会社の車で職

場に戻る途中だった」と話しているということです。

現場は、住宅街にある見通しのよい片側１車線の直線道路ですが、事故当時は日が落ちて暗くなっていたという

。

帯広など、飲酒運転検挙、去年上回る
取り締まりをさらに強化

明け方から、朝にかけて最も多い
２０１９年１０月２３日 １９時３８分

帯広市や周辺の自治体でことしこれまでに飲酒運転の疑いで検挙された人は、３０人を超え去年１年間をすで

に上回っていて、警察は今後酒を飲む機会が増える年末に向け呼びかけや取り締まりをさらに強化していくこと

にしています。

検挙された状況をみますと、▼帰宅途中が１９人と最も多く、▼続いて買い物に向かう途中が５人などとなっ

ています。

また、時間別にみると、▼明け方から朝が１３人と最も多く、▼日中も９人などとなっています。


